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P2 −55−6　出生時 に大量腹水が残存 した先天 性 サ イ トメ ガ ロ ウイ ル ス （CMV ）感染の 救命例
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先天性 サ イ トメ ガ ロ ウ イ ル ス （CMV ）感染に よ り出生前に腹水や 肝 腫大 な どの 腹部所見が あ っ た場合 の 死 亡率は 60％ との 報
告 もあ り，特 に胎 児 腹 水 が 出 生 時 まで 大 量 残存 した 先 天性 CMV 感染児の 生 存例の 報告は ほ とん どない ．今回我 々 は妊娠 21

週で 著明な腹水を認 め た先天性 CMV 感染児 に 対し胎児治療を行 い ，出生時まで大量腹水が残存したもの の ，救命し得た症例

を 経験 し た の で 報 告 す る．母体 は 25歳，1 経 産．妊 娠 17週 まで児 の 異常 は指 摘 さ れ なか っ た．妊 娠 21週 の 健 診 で 著 明 な胎 児

腹水が 認 め られ，当 科紹 介 と な っ た．腹 水の 他，小 頭症，肝 腫 大 を認め た．母体の 血 中 CMV −IgM 抗体 ：7．25，　IgG 抗体 ： 12．9
と陽性 で ，腹 水 よ り CMV −DNA ： 1，000　copy ／ml を検 出 し，先 天 性 CMV 感染が 疑 わ れ た ．倫理 委員会の 承認 とイ ン フ ォ ーム

ド
・

コ ン セ ン トを得て，妊娠 23週と 24週に腹水穿刺後，CMV 抗体価 の 高い 免疫 グ ロ ブ リ ン の 腹腔内投与 （2．5g × 2 回）を施

行 した．そ の 後 腹 水 の 減 少 を認 め な か っ た た め，週 1 回 の 胎 児 腹 水穿 刺 （妊 娠 22〜36週 ：平 均 379m レ 回，合計 15 回）を継

続 した。妊娠 37週 1 日に前期破水，足位の ため 緊急帝王 切開 とな っ た．児は 2，843g の 女児，　 Apgar 　score ：2／5 点（1／5分），
臍帯動脈血 pH ：7．253 で ，大 量 腹 水に よる 著 明な腹 部膨 満が 認め られ た，た だ ち に人 工 呼吸 管理 が 開始 され た．　 CMV −DNA
が血液 （104　copy ／μ1），尿 （2，480　copy 〆200μ1）か ら検出 され た もの の，腹水 か らは検出され なか っ た．日齢 3 よ りガ ン シ ク ロ

ビル の 投与を開始した と こ ろ ，
…

時胸水の 貯留も認 め た もの の 胸腹水 と も徐 々 に改善 した，日齢 20 に抜管 し，以後再挿管 な

く経過 してい る，胎児期か らの 積極 的 治療が 先 天性 CMV 感 染 児 の 予後 を改善 す る 可 能 性 が あ る と考 え られ た．

P2−55−7　出生年度別の 風疹抗体価に 関する 調査　ワ ク チ ン 非接種匿代 の 抽出

奈良県立 医大

長安実加，成瀬勝彦，中村雅子．松原　翔，佐々 木義和，杉本澄美玲，常見泰平，佐道俊幸，小林　浩

【目的】風疹 の 流 行 に よ り2013年 に 32 例もの 先天性風疹症候群 （CRS ｝が 報告 され，注意喚起 が行 わ れ て い る，1977年か ら

女子中学生 に対する 定期接種が 始 ま り，法改正 に よ り 1995年よ り生 後 12〜9  か 月未満の 男女へ の 定期接種が 開始 さ れ た．そ

の 過渡期 にお い て 昭和 54 （1979）年〜62（1987）年 に 出生 した女性の ワ ク チ ン接種率の 低 さが指 摘 さ れ て い る．当院 は 県下 唯
一

の 総合周産期セ ン ター
で ある が，風疹抗体 の 保有状況 に つ い て 妊婦 の 出生年度別 に抗体保有状況を統計解析 した．【方法】当

院で 2012 年 1 月か ら 2014年 12月に 妊娠に 関連 して入 院 し た女性の うち，診療 録 で 当 院 また は他 院 で測 定 し た風 疹 抗体検査

（HI法）の 調査 で きた 2402名を対象と し，後方視的検討 を行 っ た．抗体価 8倍未満 を抗体な し，8倍を低抗体価 と した．【成績】
女 性 の 出生年度 は昭和 38 （1963）年〜平成 10 （1998）年 で あり，測定時点で 抗体 の ない 女性 は 204 名 （8．4％ ），低抗体価 の 女

性 は ll7名 （48％ ）で あっ た．8倍以 下 の 女性 は昭 和 44年，50〜52年．56〜60年，昭和 62年〜平 成 9年度生 まれ で 10％ を

超 えた 他，昭 和 60年，62年，平 成 元 年〜平 成 3 年，平 成 5 年〜9 年度 生 まれ で 20％ を超 えた．また そ の 内，抗体の な い 女性

（予防接種 を受けなか っ た と推察 され る ）は 昭和 62 年度生 まれ以 降で 多く，特 に 平成元年度生 まれ で は 244 ％ と高い 抗体非保

有率で あ っ た ．【結論】風疹 ワ ク チ ン 定期接種過 渡期 と そ の 後 に生 まれ た 世代 で ワ ク チ ン 非 接 種者 が 多 い と推 察 され，以 前我 々

が 2013年に行 っ た調査 と同様の 結果 で あ っ た こ とか ら，年度の 特異性 を 証明 した．今後更な る CRS の 発生 が危倶 され，抗体
陰 性 妊 婦 へ の 産 後の ワ ク チ ン 接 種 を強 く推奨する な どの 対策が 必 要 で あ る．

P2−55−8　横浜市風疹対策事業に よ る補助 を利用 した 当院の 風疹予防接種の 涛及へ の 取 り組み
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【目的】日本 に お ける風疹 は，成人 で風疹の 抗体を持た な い 世代 が お り，周期 的 に流 行 し問題 と な っ て い る．風 疹 は ワ ク チ ン

の 接種 に よ り根絶可能な感染症で あ りT 抜本的な取 り組み が 必要 で あ る．こ の 度，平成 27 年 4 月 1 日 よ り開始 され た横浜市

風しん 対策事業を機会 に，当院で分娩 した褥婦の うち，風疹抗体価 が 16倍以 下 の 褥婦全例 に，分娩後の 入 院期 間 中に風疹 ワ

クチ ン の 接種を行うこ とを推奨 した，風疹 ワ クチ ン 接種の 普及モ デ ル とな る こ とを 凵指 した．【方法】当院で の 取 り組 み を評価

し，風疹ワ クチ ンの 接種状況 を分析 し，その 結果 につ い て 考察 した．内容は 全て 当院倫 理 委員会 で の 審査 を経て 行 っ た．械 績】
平成 27年 4 月 1 日か ら平成 27 年 8月 15日 まで に当院 で 分娩 した褥 婦 総 数 281例 の うち，風 疹抗体価が 16倍 以 下 の 症例 が

100例 （35．6％）で，その うち 98例 （98％）に風疹 ワ ク チ ン を投与した．当院 に は横浜市在住 で な い 該当者が 25例 お り，こ れ

らの 褥婦は横浜市風 しん対策事業の 対象 とな らない た め，自費で 行うこ とを推奨した，接種の 同意が得 られなかっ た 2 例 は横

浜市在住 で あり 「次 に妊娠す る予定が ない 」や 「夫が 開業医で，そち らで 摂取した 方が安い 」の 意見があ っ た．【結論】横浜市

風 しん対策事業 は，対象 が 厳 し く限定さ れて お らず，利用 しや すい もの で あ っ た．妊娠初期検査 で 風疹抗体価 が ヱ6 倍以 下 で

あっ た 妊婦 が 100例 （35．6％）と多数 で あ っ た，妊娠初期検査で 風疹抗体価 が 16倍以 下 で あっ た妊婦全例 に，風疹 ワ クチ ン 接

種推奨 の 説 明 を行 い ，産後の 入 院中に風疹 ワ ク チ ン の 接種をほ とん どの 症例 で 行うこ とが 出来た．今回の 方法 は風疹抗体保持

率を上 昇させ る 方法 と して とて も有効で あ る と考え られ た．
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